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　少子高齢化が進む昨今、地域における交流人口以上・定住人口未満の関係人口が注目
されている。総務省では、関係人口について、移住した定住人口でもなく、観光に来た
交流人口でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のことを指す、としている。
例として、行き来する人「風の人」、地域内にルーツがある人（近居・遠居）、何らかの
関りがある人（過去の勤務や居住、滞在等）をあげている。
　様々な「関係」を持つ人々を創出・拡大していくことが、重要だとしているわけだが、
まちづくりにおいては、地域に興味を持って入り込み、まちづくりに多角的に寄与する
人に注目したい。
　地域の中にこのような関係人口が入り込むことで、今までにはなかった化学反応とも
呼べる変化が生じることがある。地域の魅力を地道に、丹念に発信していき、興味を持っ
た人が徐々に関係人口として地域に入り込むことで、従来とは異なる新たな視点からの
まちづくりを展開することが可能となる。こういった関係人口による「化学反応」は、様々
な地域で見受けられ、今後より注目すべき点である。
　今回の特集では、まちづくりにおける、関係人口による「化学反応」について紹介する
とともに、我々まちづくりコンサルタントとしての地域との関わりについて考えてみたい。
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